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1  は  し め  に

平成10年度 (1998)か ら開始した地域総合研究では,複

粒化種子による高精度株形成方式直播栽培技術の開発と体

系化を目指している。営農試験地では移植並の収量が得ら

れ,そ の成果は既に公表。している。本課題では複粒化種

子の生育・収量を,他の播種方式と比較しながら解析 した

基礎的資料について報告する。

2試 験 方 法

供試品種 :あ きたこまち

播種法 :①複粒化種子点播 :乗用田植機台車装着の傾斜ベ

ルト式播種機利用2t

②条播 :単粒,側条施肥日植機 (I社)施肥部禾J用 の湛
水直播アタッチメント使用。

③打込み点播 :単粒,簡易代かき装置付き田植機台車

(M社 )に打込み式播種機装着,仕上げ代かき同時播種。

④散播 :単粒,背負い動散利用,代かき直後播種・ コー

ティング処理 :鳩胸催芽後,酸素供給剤を乾籾の15倍

量被覆,複粒は水分の過剰供給方式で作成。

供試圃場 :東北農業試験場水田利用部 (人曲)圃場 (灰色

低地土),30a区画 (33m× 93m),播種時の土壌硬度を適

正な状態にするため,圃場を 2分害1し て,播種法①②は代

かき4日後,③④は代かき直後に播種した。

播種期,気温 :1998年 5月 11日 ,播種後10日間の平均気温

154℃ (平年139℃ ),20日 間166℃ (平年147℃ )

施肥量 :基肥N― P20,一 K20各5 2kg/10a(硫加隣安40
kg),珪 カル100kg/10a

追肥 iNl区  7/27,NK 2kg(NK化 成).
N2区  7/21,NK2贈 (NK化成),
8/3 N lkg/10a(硫 安)

水管理 :播種後落水,生育中後期 :2 FI落水 (幼穂形成期

と出穂期前の各 1週間)

雑草防除 :サ ンウエル粒 (5/20)+ク リンチャー粒剤
(6/11), 1部 クログワイ,ノ ビエを手取り除草

.「l査 :各播種・施肥区に 2条 (60m)× lm(散播は05×
05m)の区を設定,生育経過を継続調査
穂の節位別構成 ;複粒化種子点播及び条播のN2区で調査
全株の葉数は測定していないが,あ きたこまち直播稲の主

梓葉数は不完全葉をいれて約13なので,止葉を13と して節

位を数えた。その節位別に穂数及び 1穂重を測定し,穂の

出現率と穂重構成比を求めた。

3 試験結果及び考察

に)播種後,高温だったので出芽苗立ちは順調であった。

調査区の平均苗立ち数は複粒化種子点橋 (以下複粒と略言D
76(平均47本/株),条播110,打ち込み点播73(平均65

本/株),散播144本 /雷で,播種量から推定した苗立ち率
は,それぞれ58,77.58,82%で あった (表 1)。 複粒区は

種子の形状にバラツキがあったため播種時 トラブルによる

欠株が見られ,ま た,6月 中旬まで初期生育が不良であっ

た。播種深度がやや深いために,前年秋の籾殻散布による

土壌還元の影響が大きくなったと考えられた。
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表 1 各播種法別の播種精度と生育収量
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図 : 茎数の推移及び穂数

2)複粒区は移植と同じような株形成となったが,打込み

点播区は株の長径が平均10m以上あった。しかし,両点播

区間の倒伏程度の差は少なかった (表 1)。

OIFr込み点播区は分げつの発生がやや多く,最高茎数が

476本になったのに対し,複粒区では分げつの発生が遅 く

最高茎数も385本 と少なかった。複粒区では播種深度が深

く,ま た株内競合の大きいことが影響している (図 1)。

に)部分刈り収量には生育量の影響が大きく,追肥処理区

間の差は判然としなかった。追肥区をこみにした場合の部

分刈り収量は482～512g/rの範囲で,条播区>複粒区>
散播区‐打ち込み点播区の1慣となった。点播は株密度が疎

になった場合に穂数の確保が困難であり,ま た,散播では

穂数の確保は容易であるが倒伏しやすい欠点が表れた。

6)複粒区の穂の節位別出現率は,条播区に比較して高位

節 (第 6節 )及び2次分げつで高く,出現の遅かった分げ
つが有効化したものと認められた (図 2)。

6)条播区の穂重の節位別構成比は,第 4節をピークとす

る単頂型を示したのに対し,複粒区では第 3～ 5節で高い

なだらかな曲線となり,ま た,2次分げつの構成比も高かっ

た。第 6節の出現率は高いが小穂だったので穂重の構成比

率は低かった (図 3)。

以上,播種様式別の特徴,複粒点播の問題点が明らかに

なってきた。今後は複粒の製造法や播種精度の向上,播種

密度,施肥管理法の改善等について検討する予定である。
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